




『フライズデイル。ロマンスJ(The Biithedale Ro明 ance)f乙ベ賞して神秘的な影をおとすのは
lヴェーJt.-の婦人j C the V記il吋 " 訴以下 と略称するj る。そ才しはど"cう
作品の色調在決定しているとも言えぶう。 「婦人Jがその中で捕われのJきとなっている





H. はe この作品に机 vei1 
小道具の一つに過ぎないのか》
の流れぞ見出して詳細に論じている。 かに 9 エニ はこ
一つの鍵になると思われる。との小論lとおいては，テー7 を「婦人iが被る[ヴェール j~こ絞って，以





が作中 るのは間接的に二皮歩 には一度? ぎなし、。間接的
にはI主主で「婦人jを中心とする催しから帰宅する途中のカヴァデールの説明のrjJIC，Xlll章ヤゼ e:'"7 
自作日演の収 The Veil"という挿話の中に e
主ま土品する ζ



















had surrounded he.iη(P. 5b7 )と描く。ワエwith which thiヨdarkthe 












































































(7)""， L ，_ 'J._， f旨摘する如く，我セは彼か議よりもカウボァデールに似ていることそ認めざるを得まし、。次に二人の共通
点を採り，それに基いてカヴァデールの人絡を考察しよう。
セオドールの精神的特質をまとめると，第ーに彼は「良識」家であり，自分の「現実を健全に認識す
る能力J (“his sturdy perception of realities市 504) に誇りを持っている。第二に， I言い表
わせぬほどの悲しみの影J (' a shade of inexpressive sadness" p. 506)に閉ざされた「婦人jの言
葉に一片の同情すら感じる乙となく，その真意を疑い，勝手な申し出をする彼の行為の動機は，彼女の
言葉通り， I崇高な信念Jや「純粋で寛大な意図jではなく「冷笑的な懐疑」と 「浅薄な好奇心」
(“Dost thou come hither， not in holy faith， nor with a pure and generous purpose， but in 
































第二のf7ij1と暗示きれる宵定面は，そ p 夢怨的な 成す「良識」の様化の如き
フォスターに る彼の姿l乙暗示されてしー る。 例えばヲ IV章でプ 1)シラ 動謡する
イせJ，の人々をしり呂に，実際的な指示を少々与えただけてー彼女の受入れという難題をdろっおり解決しごみ
せるフォスターを“切.. his吃xpressionsdid him honor." 456)と賞賛している。だが， XXJV挙
の仮設ー 無i治会の場面lとおいてほど彼の立場を高ぇ評価した箇所は無o'0他愛なく戯れる
段者のまま くみつめる彼の伊ふ章一一堅固な の象徴と思われる一ーがヘ匂包 did more 
dis記nchantthe scen己歩・ 3 ・thantwenty witches and necromancers could have 

















呼応しつつ， ambivalentな形で表われる。例えば， I， m章では，理想的共同体の実験に参加するヒ
ロイズムを述懐し，その目的を“generous"と呼び."pride"を捨て"familiarlove"によって生きる意
志を表明し，その実現のための代faith"や"force"そ持っていた当時の自分に現在でも満足していること













(p. 498) と感じ，大声で笑わずにはし、られない場面がある。その後，この "the sceptical and 
s neeri ng vi ew" (p. 499)が会ったばかりのウエスタヴェルトの影響である ζとに気づき，自分自身の性質
に彼に呼応する「冷笑的，懐疑的な」部分があることを認めるのである。これは却障で悪魔の仮装をし
た人物の "Heis always r回 dyto dance to the Devilもtune! " (p. 563)とし寸言葉によって裏書
きされる。またx章ではゼノビアIC"a monstrous scepticism in regard to any conscience or 
any wisdom， ex田ptose's 0 wn" (p. 539)を非難される場面がある。
ゅの「浅薄な好奇心」については，lX章で彼自身が他人の内屈に対する詮策を自己批判し， xxm章で
はそんな行為の根本にある自分の「冷たさJ(p.530) に言及している場面に明らかである。
その一方， " to live in other Hves. ;;md to endeavor ••• to 1回 m the secret which was 













父，妹のように見ている点やあらゆる場面での逃避的傾向から a カヴァデールを“ acasuality of 
"(8) L b.IlC..~~'7 .， I _.，. "'" _ _ ~，-:_ h J-"，n'M-*，BJJ.. ({ _...，....j..~..._'"' "'..."'，..，.-....1 ，..... hAl1...........~ð n (9) Oedipal strife と断定する。そしてそのロマンティックな空想は“ maturesexual challenge ' 
からの逃避と幼児退行を意味し，ゼ、ノビアは"sexualchallenge"の試金石であると同時に逃避主義へ





. .1 by no means wish to die. Yet， were there any cause， in this 
whole chaos of human struggle， worth a sane man's dying for， and 
which my death would benefit， then-provided， however， the effort 
did not involve an unreasonable amount of trouble-methinks 1 might 
be bold to offer up my life. If Kossuth， for example， would pitch 
the battlefield of Hungarian rights within an easy ride of my 
abode， and choose a mild， sunny morning， after breakfast， for the 
conflict， Miles Coverdale would gladly be his man， for one brave 
rush upon the levelled bayonets. Further than that， 1 should be 




情のambivalenceIC注目した TerenceMartin の指摘する如しカヴァデールを 「雪人形J
における対立するこつの視点一一「良識Jの限界を象徴するリンジ一氏と， “faith "によって
電 avision of the wonderful" の深淵な意味を洞察できるリンジ一夫人と一一一の「結婚Jと
規定することも可能であろう。即ち.彼は“afai th湖 medwith doubt"によって共同体の実験とプリ
-96-













がd それだけが 9 
いう視点は.ambi.vアalent なB:ながら確かに
今宕現実lこ立政iした仁会議-"を
と規定 /C する概念は と規定することができょう c
リンジ一夫人の具現する収 faitH'(;:t， i世俗的な洞察力では見えない真実や天上的要素に対する信念、であ
るが故に，これに含まれる。同時に)1の観点から CreVJSの注目したカヴァデー o五ifl'a時的「空絞jも，
{rjtO) iこ含まれるべきであろう。彼の はりンジー夫人のは faith" と道し
れtruthsso that other at th忠m nons記nse日
かに J ることなどなど伊逆 iこ現実に虚飾を鮒~し ずるものに過ぎないが， ら遊離
l 
しー しているのごある。彼のしている点で





これらの刈つlこ分裂した要素は e むろん静的iと共存ーしているのではなく， 否定的 i良識Jと 1言ゑJ
支た肯定的!良識!と「空想」とが各々相互におiJ限あるいは圧殺しあう方向に作用する
これらに(むのはf奇心」を加えた統一体として，我々は彼の全体像を捉えることができるのであ ν 、
との像が起においてし 1かに機能するかを見るために， ゼ対ー いっν(カヴァデ一川の反応形式1'"尚一考し
だい。彼は奇 レフ iそもっ するととしか
でき可瞥 f工 の末 E U:j舎できれずに
|ヴェ…)vJの中を覗く。彼K.(j;，エゴイズム会超越し， そ持
ことは;子、弓青白なのであ るこの毘応形式:~ど従えば，先迩のカヴァデ…jレ
iこ於て g と てしまい， という面では
の低俗な限界にとらわれて l保身JiC汲 家であり電その一万
という固では毎自己存在を熔けるべくi告られると 回避する fよ 家 1.主
ヒがるのである。























的特質は，動物的な感覚以上の感受性一一人間的情熱， " holy tendernessヘ“deliasy"."the finest 


























てはウエスタグェ jレトの手に渡すのを黙認したらしいにとがプ1)シラの言葉に示される。とζ ろが 9










そのひきかえー 彼女~L lゴわれるままにプリシラを見捨てた， としちう推測が成り立つ
であろう。
それでは，彼が再び彼女そ救出した理由は何であろうかoXXlI章で語られる如く，ゼノビアの"
ラへの裏切り 同じくしてムーデ 4老 き，
と xxv章lζ;おけるゼ/ビアの言葉(" ， ， .Itis only three days since 
the strange fact that thr己atens to mak思工ne and your own acquaintance 
(13) 
t h i t，. • of a t 1 e司sl: as old a dat肝， •. ) から彼女が富を失うであろつごと長
ホリング、ズワースはプリシラ救出の日に匁!ったらしいことと考えあわせるとlVIcpherson ~こ
ザよる「良心の苛責.1'品とし 1う説明だけとは不十分であろう。ゼ/ビアの裏切りを知って怒っ7こム F アイ
老人がp し，彼bEか ることを決意(あゐいは公表も) l_."ホソングス、


















































































































































としてでなく， IX J主においてカヴマるヵ くよ主であるがゆえに，彼らのように
ノーレCD日解が暗示する如く。むしろ[神のパロディ iとして措かれていると言うべきであろう。従勺て
との作品じり中では と「神のパロテ、ィ jがプリシJラを獲得すべく ることに1Jる。
さで)~シラがこの二人に対する自分自 L く一 1.コ












































































しでも 9 捕われの~'t 奴隷，奉仕する召使いであ
!て神のパロディ jホ 1):ノグズワ…スに交互に支配されるブ、ウエスタヴェルトとこの記乏5(立e
























Jであり 9 主観的iとはめったの iJ1zU持コ巨人与を更生させることそ一生の目標とずる三一、
神;こi壬える「再僧J(“ ぜあった。その彼がゼ、/ピアを殺すとし vう大罪を犯し spnεst )'p~ 480) 
してしまったのごある。すべてが終わって数年後にカヴァテ人パイー再会挙iとその地位から「殺人犯j
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